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平成２８年 但馬地域の県政１０大ニュース 
 
 

１ 概  要 

 

但馬県民局では、当面５年間の目標・基本方針を定めた但馬県民局地域戦略を昨年

10 月に策定し、「交流人口の拡大」、「定住対策の推進」、それらを支える「基盤づく

りの推進」の３つの柱で施策を展開しています。 

その中で成果が表れつつあるものについて、下記選定基準を踏まえて別紙の 10 項

目を選定しました。 

本年は、朝来バイオマス発電所の操業開始、朝倉さんしょの供給体制整備と輸出の

実現、朝来医療センターの開院による医療体制強化など、但馬の地域創生にとっての

基盤づくりが大きく進んだ年となりました。 

 
 

２ 選定基準 

 
 (1) 但馬の特徴を反映し、他地域にはあまり見受けられないもの 

 (2) 県民の将来へ、夢や希望を与えたもの 

 (3) 県民の暮らしに身近で、共感を与えたもの 

 (4) 今の時代を反映し、本年の記録とするにふさわしいもの 

 (5) その他、より県政への理解と関心を深めたもの 

 



平成２８年 但馬地域の県政１０大ニュース 
番号 項   目 

1 

資源循環型林業の構築進む ～植栽、保育、伐採、利用の林業生産サイクル～ 

 森林所有者が収集した丸太を地域通貨で買い取る「森のステーション美方」が集荷開始、森林管理道「粟鹿山線」が着工以来 26 年を経

て開通、県下唯一の全量「間伐材等由来の木質バイオマス」の「朝来バイオマス発電所」が操業を開始するなど、各地で資源循環型林業の

取り組みが進み、山林に放置されていた利用価値のなかった林地残材等の有効活用による森林整備と地域の活性化に期待高まる。 

2 

農産物のブランド化進む ～儲かる農業へ～ 

 世界ブランドを目指す「朝倉さんしょ」が、ヨーロッパでスパイスとして高評価を得て、ミラノやパリへ初輸出。また、「二十世紀梨」に比べ、大

玉で甘く、早く収穫できる兵庫県が開発した新品種「但馬 1 号」の愛称が「なしおとめ」に決定、平成 30 年頃の本格出荷を目指し、新たなブ

ランドとしてスタート。農林水産行政の指針「但馬地域アクションプラン」も５年ぶりに改訂、農産物のブランド化を後押し。 

3 
但馬の観光客３年連続 1,000 万人突破 ～外国人観光客によるインバウンド効果に期待膨らむ～ 

 但馬を訪れる観光客は３年連続で 1,000 万人を突破。少雪によるスキー客の激減や竹田城跡の入込み客減少があったものの、城崎・湯

村温泉の人気が高く、出石や余部橋梁への訪問も堅調で、特に城崎温泉は外国人観光客が急増しており、インバウンド効果に期待。 

4 
朝来医療センターがオープン ～南但馬の医療体制を強化～ 

 医師の確保など医療体制の整備が喫緊の課題となる中、地域の医療資源を最大限活用するため、梁瀬医療センターと和田山医療センタ

ーを統合して地域の高齢化に対応するとともに、八鹿病院との連携のもとで入院医療・救急医療体制を強化。 

5 
たじまウィメンズワークウェア完成！！ ～女性技術者の活躍を後押し～ 

 建設関連業への女性進出を後押しするため、「女性の意見を反映した快適な作業服」を但馬にＵターンした服飾デザイナーと官民の女性

技術者たちが共同で開発。今後、たじまウィメンズワークウェアを普及させ、建設関連業のイメージアップを図る。 

6 
コウノトリ但馬空港の年間利用者数 開港以来最高 ～東京直行便実現へ弾み～ 

 27 年 4 月から 28 年 3 月までの年間利用者数は 29,362 人となり、開港以来最高となった。利用者は 3 年連続で増加しており、28 年度も

順調に利用者を増やしている。平成 30 年度の機材更新、東京直行便実現に向けた利用促進の取り組みの効果が現れた。 

7 
「たじま暮らし」の推進 ～Ｕ・Ｉターン情報の発信強化～ 

  Ｕ・Ｉターン情報を「オール但馬」として総合的に発信し、Ｕ・Ｉターン等の定住促進を図るため、移住相談員の配置や移住体験バスツアー

を実施し、移住ガイドブック「たじま暮らし」を発行した。東京や大阪で移住相談会を開くなど、都市部での情報発信を強化。 

8 

県立大大学院、但馬初の博士後期課程を開設 ～地域資源マネジメント研究科～ 
 平成 26 年 4 月に但馬地域での初めての大学院として地球科学（ジオ）・生態学（エコ）・人文社会科学（ソシオ）の３つの学問領域を基盤と

する修士課程（博士前期課程）を設置し、さらにその教育と研究を進化させるため、本年 4 月に博士後期課程を開設。今後、この研究科が

但馬での博士の輩出を通じて、地域間連携を推進し、さらに高度な理論と実践を兼ね備えた新たな学問領域「地域資源マネジメント学」へ

と発展することで、地域の再生・活性化への貢献を期待。 

9 

総合的な土砂災害対策の着実な進展 ～ハード、ソフトを両輪とした取り組みを各地で展開～ 
 管内14 か所で砂防・急傾斜事業が完了するとともに、大規模な土砂崩れのあった香美町村岡区で全国２例目となる5000kJ対応の高エネ

ルギー吸収型落石防護柵の設置工事に着手するなど、土砂災害対策を着実に実施。併せて、土砂災害により住民に著しい危害が生じる

恐れのある「レッドゾーン」指定のための調査を平成 28 年度約 770 か所で進行中。 

10 
管内県庁舎の耐震化進む 

 災害時には対策本部機能を担う豊岡総合庁舎本館の耐震化及び浸水対策が完了し、危機管理体制が強化された。八鹿庁舎の耐震化も

完了し、残る豊岡総合庁舎保健所棟と和田山庁舎の耐震化についても 29 年 3 月頃に完了予定。 

○トピックス 

  

郷公園初の試み「まるごと県立コウノトリの郷公園」神戸開催 ～人と自然の共生を親子で体感！～ 
 コウノトリの郷公園及びコウノトリの野生復帰事業への応援層の拡大を図るため、郷公園が開園以降初めて但馬外の神戸に出向き、郷公

園を体験・体感できるイベントを開催。鳥類研究の第一人者である山岸園長自らが郷公園の魅力を語ったほか、郷公園のライブ中継や飼

育員インタビューなどで 150 名の参加者を楽しませた。参加者からは「神戸以外の地域でも開催してほしい」との声もあった。 

  
地域みんなの魚道整備「清流の郷づくり大作戦」の新たな展開 ～岸田川から矢田川へ～ 

 「清流の郷づくり大作戦」が、昨年度の岸田川に続いて矢田川で実施。井堰の魚道改修に併せて魚道づくり工事体験や観察会などを行

い、地域全体で川の環境を守る取り組みが拡大。今後は竹野川でも実施していく予定。 

  

夜間のひと声運動やキャンペーン活動、高校生の夢実現プロジェクトをスタート ～青少年の健やかな成長と可能性を応援！～ 
 青少年の健全育成には、家庭や学校だけでなく子どもに関心を持ち様々な場面で見守りや応援をする地域の人々の力が必要である。但

馬の青少年を地域で守り育て、温かく見守り、さらに地域に愛着を持ってもらえるようつながりを深めるため、新たに夜間のひと声運動やキャ

ンペーン活動、高校生の夢ステージ提案事業に取り組んだ。 

 



 
 

項 目 名 

①資源循環型林業の構築進む  

～植栽、保育、伐採、利用の林業生産サイクル～ 

(1) 朝来バイオマス発電所が運転開始 

概 要 

  
平成 28 年 12 月 1 日に朝来市生野町真弓において施設整備した FIT（再生可

能エネルギー電気の固定価格買取制度）に基づく木質バイオマス発電所が運転

を開始した。本施設の木質燃料は同施設内で兵庫県森林組合連合会の運営する

ｂｅ材供給センターが全量供給し、（株）関電エネルギーソリューションが発

電事業を実施し、関西電力へ売電する。 
（発電所） 発電規模：約５，６００ｋｗ（一般家庭 約 1.2 万世帯分） 
      木質バイオマス消費量：約６．３万ｔ／年(45%W.b) 
（ｂｅ材センター） 丸太ストックヤード：１．５ｈａ（約 6 ヶ月ストック）

          チップ加工施設、チップス貯蔵施設ほか 

アピールポイント 

 
 本施設は県下唯一の全量「間伐材等由来の木質バイオマス」で、未利用材を

活用する木質バイオマス発電所であり、この未利用材が皆伐跡地の植林経費に

つながることと期待する。 
 発電規模は県内で未利用材の安定供給量と効率的発電規模から決定されて

おり、木材供給側の安定経営のため 20 年間一定量を固定単価で取引する協定

を締結している。供給側は必要量を発電所に供給し、発電所側もｂｅ材供給セ

ンターのみから固定価格で未利用材を調達する仕組みである。 
 燃料供給は、兵庫県森林組合連合会（事務局）、森林組合、素材生産業者、

チップ加工業者、兵庫みどり公社、大規模森林所有者等による「兵庫県ｂｅ材

等供給協議会」による。 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
 
 県の平成 27 年の素材生産量は 36.1 万㎥でうち製材工場等が 26.9 万㎥、燃

料用途が 9.2 万㎥となっている。 
 今後、県内では木質バイオマス発電所 3 箇所体制となり、平成 32 年度には

素材生産量 43 万㎥（うち製材工場等 26 万㎥、燃料用 17 万㎥）を供給する計

画である。 
 

担当課・連絡先   朝来農林振興事務所 森林第２課 079-672-6881 

 



 

項 目 名 

 

①資源循環型林業の構築進む  

～植栽、保育、伐採、利用の林業生産サイクル～ 

(2) 森林管理道 粟鹿山線が開通 

概 要 

 
但馬地域の南東部、粟鹿山山麓に広がる森林資源の活用と地域の活性化を目

指して平成 3 年度に着工して以来 26 年の長きにわたり工事を進めてきたが、

本年９月に全線開通を迎えた。 

アピールポイント 

 
 
兵庫県では、「原木の低コスト安定供給体制の構築」の推進、そして「県産

木材供給体制の確立」、さらに、木造・木質化の推進や未利用資源の木質バイ

オマスへの活用などの「県産木材の利用促進」、以上 3 点を柱とした「資源循

環型林業の構築」に取り組んでおり、これらの施策に大いに威力を発揮するの

が林道である。特に朝来市生野町で運営が始まる木質バイオマス発電所へのア

クセスも良く、燃料用木材の大幅な需要増が見込まれることから、林道の利活

用の推進に大きな期待が寄せられている。 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
市町に代わって県が事業を進める「過疎代行林道」を、県では、全体計画 12

路線について整備を進めてきたが、粟鹿山線の開通に伴い、残るのは１路線、

西播磨地域の「前地・カンカケ線」（宍粟市）のみであり、平成 30 年度の全線

開通を目指して工事を進めていく。 

担当課・連絡先   朝来農林振興事務所 林道建設課  079-672-684 

 

 
  



 

項 目 名 

 

①資源循環型林業の構築進む  

～植栽、保育、伐採、利用の林業生産サイクル～ 

(3) 「森のステーション美方」出発進行 

概 要 

 
森林所有者が自らの手で林地残材や間伐材を収集した丸太を地域通貨で買

い取る「木の駅プロジェクト」として、美方郡(香美町・新温泉町)をエリアと

した「森のステーション美方」が 6 月 29 日から 3 箇所の集荷所「森の駅」に

おいて集荷を開始した。年間集荷目標 50 トンは 8 月に達成済みで順調な滑り

出しを見せている。事業主体は森のステーション美方実行委員会。 
利用価値のなかった林地残材等を有効に活用し、森林の整備と地域の活性化を

図ることを目的としているが、完全なプロとアマチュアしかなかった丸太生産

の担い手構造のグラデーション化も期待されている。 
集荷した丸太は、実行委員会を通じて北但西部森林組合が買い取り製紙用チッ

プや燃料に利用される。 

アピールポイント 

 
集荷エリアが 2 町にまたがる「木の駅プロジェクト」は全国的にも例がない。

2 つの商工会をまたいで統一地域通貨「美方グリーンチケット」が使用される。

年間 50 トン程度の年間目標は全国的に平均的なものであるが 2 か月で年間計

画量を越えた集荷を行っている。商工会も参加した本格的な「木の駅プロジェ

クト」は但馬初。 
買取価格 7,150 円/トン=2,500 円/軽トラ 1 車 
 
12 月 7 日現在 
集荷量 198 トン(美方グリーンチケット 1,408 千円分交付済み) 
出荷登録者数 76 名(安全講習受講者 62 名)※ 
登録商店数 41 店(スーパー、ガソリンスタンド、居酒屋、散髪屋など多様) 
 
※出材は、出荷登録後安全講習の受講が条件 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
今後は出荷登録者への安全講習などのフォローアップを行い事故なしを継

続していくよう支援する。 
出荷登録者の裾野拡大を図り、山に目が向く機運を高めたい。 
アマチュアからセミプロへ、セミプロからプロへと出荷登録者のステップア

ップを支援し、丸太生産の担い手の多様化を図りたい。 
美方郡以外の地域においても同様の取り組みができるよう普及啓発を図る。

担当課・連絡先   豊岡農林水産振興事務所 森林課 0796-26-3698 

 



 

項 目 名 

 
②農産物のブランド化進む ～儲かる農業へ～ 

 
(1) 但馬の朝倉さんしょ 需要が拡大 
  ～緑のダイヤで中山間地域が輝く！～ 
 

概 要 

 
但馬地域では平成 21 年から朝倉山椒の産地化に向けて、栽培者の育成と

栽培面積拡大に取り組み、昨年 1 万本の植栽を達成した。これをうけて、

但馬地域の生産者、流通業者、関係者等による朝倉山椒ブランド化推進協

議会を設立（５月）し、但馬全域でのブランド化が本格的にスタートした。

朝倉山椒の実（青果）の市場出荷期間は、5 月下旬から 6 月上旬の２週間

程度と短く、和歌山産が市場を占有する中で、但馬産の価格は下降傾向に

あった。そこで、平成 25 年から周年販売を目的に、北部農技センターが開

発した山椒の一次加工技術の実用化により、冷凍さんしょの販売が可能と

なった。県等の事業活用により、地域の推進体制づくりやプロモーション

に向けた支援を行い、周年供給体制がととのった。 
今秋、世界最大食品見本市 SIAL2016 へ出展し世界ブランド化へ向けた

PR を行なった。 

アピールポイント 

 
① 朝倉さんしょが、佃煮等の和食にとどまらず、イタリアンやスイーツ等、

新たな需要を生み出しつつある。 
② 但馬地域でも多くの事業者が山椒を使ったメニューや商品を商品化し、

その数は 40 品を超えようとしている。今後も、新たな事業者の参画や

商品開発が見込まれている。 
③ 但馬で開発された“冷凍朝倉さんしょ”は海外でも高い評価を受けてい

る。養父市内の業者によって冷凍山椒をミラノ、パリへ輸出を行なった。

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
 
「『朝倉さんしょ』世界ブランド化の推進」により、①高品質な山椒産地の確

立支援（生産体制の強化）、②ブランド育成、③関連産業の育成を推進する。 

担当課・連絡先 
  朝来農林振興事務所 農政振興課 079-672-6879 
  朝来農業改良普及センター 地域・経営課 079-672-6889 

 



 

項 目 名 

 
②農産物のブランド化進む ～儲かる農業へ～ 

 
(2) 県立農林水産技術総合センター育成新品種ナシ「但馬１号」の愛称が「な

しおとめ」に決定 

概 要 

 
「但馬１号」は、但馬地域においてお盆頃から秋まで切れ目の無いナシ出荷

を目指して県立農林水産技術総合センターが独自に品種育成した、８月中に収

穫できる優良な早生品種です。（H27.2 月に品種登録出願済、H30 頃登録見込）

H28.3～4 月に兵庫県梨振興協議会（構成：行政･ＪＡ･生産者・実需者、事

務局：香美町）及びＪＡたじまが「但馬１号」の愛称を一般募集したところ、

全国から 1345 点の応募があり、選考の結果、6/27 に愛称を「なしおとめ」に

決定するとともに、8/29 に愛称の発表を行いました。 
(1)公募概要 平成２８年３月１日～４月１５日 応募総数 １,３４５件 
(2)選考経緯 一次選考及び弁理士によるチェック（商標登録対応）により、10
点の最終候補を選定のうえ、6/27 の最終選考会において、兵庫県梨振興協議

会長（香美町長）、ＪＡたじま代表理事組合長、但馬県民局長の合議により

愛称「なしおとめ」を選定。 

アピールポイント 

 
○「なしおとめ」の特性 
・収穫時期は 8 月中～下旬で、「二十世紀」より 1、2 週間早い。 
・果実の芯が小さくて食べる部分（可食部）が多い。また、糖度は「二十世

紀」より高い。 
・果実の大きさは 400g 程度で「二十世紀」（360ｇ程度）より大玉。 

○「なしおとめ」の応募者命名理由 
・果実が「瑞々しい」ということから、「おとめ」をイメージ 

○H30 年頃の本格出荷を目指し、生産・需要の拡大に向けた取組みを実施中 
 （内容は下欄参照） 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
＜今後の普及計画＞ 
H30 年頃の本格出荷を目指し、生産・需要の拡大に向けた取組みを実施中 
○生産拡大・H28 穂木約 300 本を美方郡内の生産者 14 戸へ配布、普及拡大

拠点モデル園整備中 
・H29 穂木や苗木をさらに確保・配布し、生産拡大を図る 

○需要拡大・H28 認知度向上と販路開拓に向け、高級ホテル・スイーツ店・

青果販売会社・飲食店等へＰＲを実施中 
・H29 青果販売会社や地元直売所等で試験販売を実施予定 

担当課・連絡先   豊岡農林水産振興事務所 農政振興課 0796-26-3694 

 



 

項 目 名 

 

②農産物のブランド化進む ～儲かる農業へ～ 

(3) ひょうご農林水産ビジョン 2025「但馬地域アクションプラン」を作成 

概 要 

  

本県農政環境部による「ひょうご農林水産ビジョン 2025」の作成にあわせ、

但馬地域の農林水産業・農山漁村の持続的な発展に向け、農林水産行政推進の

基本となる計画的かつ総合的な指針として「但馬地域アクションプラン」を平

成 28年 3月に策定し、概ね 10年後のめざすべき農林水産業・農山漁村の姿と

その実現に向けた施策の方向性及び具体的な取組を示した。 

 

アピールポイント 

 

 但馬地域の農林水産行政推進の基本となる計画的かつ総合的な指針である

「ひょうご農林水産ビジョン 2025『但馬地域アクションプラン』」を５年振り

に作成し、６つの施策基本方向、21 の施策項目に沿って取組内容を示した。 

 今回の但馬地域アクションプランの特長としては、 

 ①但馬の農林水産業を代表する、コウノトリ育む農法、但馬牛の繁殖、沖合

底引き網漁業について経営モデルを示したこと。 

 ②コウノトリ育む農法、朝倉さんしょ、ピーマン等のブランド農産物に H37

の目標数値を記載したこと。 

 である。 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

  
 
基本方向・施策項目毎の内容に沿って個別の取組を進め、各取組内容や成果

指標等の実現を目指す。 

担当課・連絡先   豊岡農林水産振興事務所 農政振興課 0796-26-3694 

 



              

項 目 名 

③但馬の観光客３年連続１，０００万人突破 

        ～外国人観光客によるインバウンド効果に期待膨らむ～ 

概 要 

 
  平成２７年度に但馬地域を訪れた観光客は、１，０３３万人となり、３年連続し

て１，０００万人を突破。（Ｈ２５：１，０６４万人、Ｈ２６：１，０７６万人）

また、外国人観光客は、平成２８年度も引き続き城崎温泉を中心に増加している。

（城崎温泉：H28 年 1～9 月 28,188 人／前年同期比 1.38 倍） 
  但馬県民局では、関係機関と連携して、但馬地域への観光客の来訪を増やすため、

下記の事業に取り組んだ。 

 １ 夢但馬周遊ツーリズムの推進 
  地域の交流人口拡大の重要な手段として、観光誘客の拡大を行う。 
（１）但馬広域観光キャンペーンの実施 

但馬観光協議会を中心に、都市部等においてＪＲ西日本とも共同したＰＲ活

動を展開 
（２）夢但馬周遊バス“たじまわる”の運行 

ＪＲ各駅と観光地を結ぶ夢但馬周遊バス“たじまわる”の運行を継続 
（３）フットパス in 但馬の導入 

「歩くこと」を楽しむ新たなツーリズムモデルの導入に向けたセミナー開催等

２ ツーリズムＥＸＰＯジャパン2016への出展 

コウノトリ、竹田城跡、鉱石の道、城崎温泉、但馬牛等、但馬地域の魅力的な地

域資源を首都圏において一体的にＰＲした。 

○ 開催時期：平成28年9月22日～9月25日 

○ 開催場所：東京ビックサイト 東展示棟・会議棟（東京都江東区有明 3-11-1）

 ３ 外国人観光客受入の推進 
城崎を中心に急増している外国人観光誘客のさらなる誘客を図るとともに、但馬

全域での受入体制確立に向けた取組みを推進。 
（１）山陰海岸ジオパークＡＲ（拡張現実）観光ガイドアプリの作成 

各ジオサイトの魅力を紹介する多言語（日本語・英語・中国語・韓国語）対

応のＡＲアプリ・コンテンツの作成、ジオサイト案内動画の配信 
（２）外国人観光客への情報発信の強化 

英語版ホームページの充実、英語版パンフレットを用いた情報発信 
（３）ＡＬＴ（外国語指導助手）等在住外国人からの意見聴取（3 月実施予定） 

アピール 

ポイント 

・３年連続１，０００万人を突破（過去１０年では初めて） 
・城崎を中心に但馬地域の外国人観光客は引き続き伸びている。 
・但馬地域への観光客入り込みを増やすため、県民局及び市町、但馬観光協議会、管

内各観光協会等がそれぞれ連携して、取組みを行なっている。 

来年以降 

の展開 

・引き続き、「ビジット但馬（但馬への誘客）」「プラスワン但馬（但馬周遊観光の強

化）」「ワンスモア但馬（リピーター確保）」の３つのステップによる観光誘客の拡

大を行う。 
 

担当課・連絡先 地域政策室 地域づくり課産業観光担当 0796-26-3685 

 



 

項 目 名 

 

④朝来医療センターがオープン ～南但馬の救急医療体制を強化～ 

概 要 

平成２８年５月１日、現在の医療資源を最大活用するため、公立豊岡病 
院組合立朝来梁瀬医療センターと同朝来和田山医療センターが統合し、同 
朝来医療センターが開院した。 
 

〔施設概要〕 
 ○診療科目  

・内科、消化器内科、循環器内科、外科、整形外科、心臓血管外科、 
リウマチ科、皮膚科、泌尿器科、リハビリテーション科、放射線科 

 ○病床数 
  ・１５０床（一般 104 床、療養 46 床） 

アピールポイント 

・ 

来年以降の展開 

 
 朝来市の将来人口の減少が予測される中、２次医療機関として入院医療 
への対応に重点を置き、公立八鹿病院との連携と役割分担により２次救急 
医療を担う。 

担当課・連絡先  朝来健康福祉事務所 地域保健課 079-672-6867 

 



 

項 目 名 

 

⑤たじまウィメンズワークウェア完成！！ 

～女性技術者の活躍を後押し～ 

概 要 

 
但馬県民局では、男性中心であった建設関連業への女性進出を後押しするた

め「女性の意見を反映した快適な作業服」を官民の女性技術者による制作委員

会で開発してきました。 
本委員会で開発した「女性による女性のための作業服」は、１１月の但馬ま

るごと感動市で発表しました。 
なお、この女性作業服は、EXILE のステージ衣装も手がける東京の縫製工

場で製作しています。 

アピールポイント 

 

１ 但馬の建設関連業など土木系技術職への女性進出を後押し（これまで男性

中心だった職場の環境整備） 

２ 但馬にＵターンした服飾デザイナーによるデザイン（地域の人材活用） 

３ デザイナーと但馬の土木系女性技術者からなる制作委員会による開発（プ

ロのデザイナーと当事者である女性技術者自身による開発） 

４ 制作委員会の女性技術者は、但馬県民局（土木、土地改良、治山）、近畿

地方整備局豊岡河川国道事務所、兵庫県建設業協会但馬地区協議会、兵庫県

測量設計業協会但馬支部から参画（県、国、民間の連携、課題の共有） 

５ 新しく開発した女性用作業服の主な特徴 
（１）機能性と女性らしいシルエットを兼ね備えたスタイリッシュなデザイ

ン 
（２）日焼けしにくい襟や透けない生地など女性ならではの意見を反映した

ディティール 
（３）作業服としての機能性や動きやすさもしっかり確保 

※ 型紙などデザインを無償で提供するので、建設業、測量設計業など関係

企業での積極的採用と縫製業者での商品化をお願いしたい。 
※ H28 但馬地域経営戦略プログラムの主要施策【あしたのふるさと但馬で

暮す～定住対策の推進～】但馬で暮そう大作戦の推進 に位置づけ 

※ 安倍内閣が進める「すべての女性が輝く社会づくり」にも通じる取り組

み 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
但馬の建設関連業や官公庁の土木系技術職への女性の進出促進につなげて

いくため、今回のプロジェクトをきっかけに「建設関連業等のイメージアップ」

を図る取り組みを進めます。 
ア 太陽の下で働く女性たちの座談会（但馬まるごと感動市のステージ・イベ

ント） 
イ 新聞に女性技術者を紹介する記事をシリーズ掲載 

担当課・連絡先   豊岡土地改良センター 農村計画課  0796-26-3715 

 



 

項 目 名 

 

 ⑥コウノトリ但馬空港の年間利用者数 開港以来最高 

                 ～東京直行便実現へ弾み～ 

概 要 

 
コウノトリ但馬空港の平成 27 年度（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月

31 日）の利用者数が２９，３６２人となり、平成６年の開港以来最高となっ

た。 

 

アピールポイント 

 
これまでの記録は、平成 20 年度の 29,161 人であったが、平成 25 年度か

ら冬季の平日２便化の実施、平成 26 年度からは国土交通省の地方航空路線

活性化プログラムの取組み等により、３年連続前年を上回った。 

 

年度       H24    H25    H26    H27  

利用者数(人)  26,208  28,726   29,082  29,362 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
・既存路線利用者の拡大に向け、各種ツアー商品のＰＲ、空港での多彩なイベ

ント開催、より効率的な広報等に取り組む。 
・但馬～羽田直行便は地域活性化のために有効な手段であり、県や関係市町等

とも連携しながら、引き続きその実現に向けた取り組みを推進する。 

担当課・連絡先   但馬空港ターミナル㈱ 総務課 代表：0796-26-1500 

 



 

項 目 名 ⑦「たじま暮らし」の推進 ～Ｕ・Ｉターン情報の発信強化～ 

概 要 

但馬の多様な魅力とＵ・Ｉターン関連情報を「オール但馬」として総合的に

発信することで、域外からの呼び込みを強め、交流人口の拡大と、Ｕ・Ｉター

ン等の定住促進を図るため、以下の事業を実施します。 
 
（１）情報の一元集約発信 

たじま田舎暮らし情報センター（（公財）但馬ふるさとづくり協会内）の

ホームページや、移住者の体験談や県・市町の移住施策などの情報をとり

まとめたガイドブックを活用し、但馬管内各市町Ｕ・Ｉターン関連情報を

きめ細かく一元的に情報発信する。 
 
（２）移住相談員の配置 

たじま田舎暮らし情報センターに移住相談員を配置し、Ｕ・Ｉターンを

考えている方の検討状況に応じた支援を行うとともに、管内各市町のＵ・

Ｉターン担当窓口を紹介する。 
 
（３）たじま移住体験ツアーの実施 

空き家の見学、移住者の体験談の聴講、農業体験など、地域や住民と直

接ふれあえる体験型のバスツアーを実施する。 
 
（４）各種団体主催の移住・定住イベントへの市町参加支援 

各種団体が主催する移住・定住に関するイベントの情報を管内市町に提

供のうえ、イベント会場に設ける但馬地域の相談ブースの集約に努め「オ

ール但馬」として誘客効果を高めるとともに、空き家・就職等、地域の関

連情報を提供するなどの参加支援を行う。 
 
（５）移住コンシェルジュ活動支援 

但馬地域への移住促進・交流人口の拡大を目的とした事業を行う団体に

助成金を交付し、活発な活動が行われるよう支援する。 
 

アピールポイント 

たじま田舎暮らし情報センターにおいて、移住相談員を配置。都市部で行わ

れる移住イベント等にも積極的に出向いて相談対応にあたるほか、体験ツアー

の企画・開催や、移住ガイドブックの作成などの業務を行っている。 
 
５年半ぶりに移住ガイドブックを刷新。先輩移住者のインタビュー、管内市

町の支援制度・仕事情報のほか、都市部との暮らし比較などについて掲載。 
 
１泊２日の但馬移住体験バスツアーを開催。空き家・お試し住宅の見学や、

農業体験、先輩移住者との交流など。６家族 17 名が参加し、ツアーの最後の

アンケートでは「移住したい」、「移住候補地として考えたい」との回答が 2/3
をしめる結果となった。 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

今年度の展開をさらに発展させ、社会・経済的なつながりを持つ京都府北部、

鳥取県東部と連携して移住・定住相談会等のイベントを開催するなど、より効

果的な情報発信を行っていく。 

担当課・連絡先   豊岡土木事務所 まちづくり建築第１課 0796-26-3755 
 



 

項 目 名 

 

⑧県立大大学院、但馬初の博士後期課程を開設 

～地域資源マネジメント研究科～ 

概 要 

  
兵庫県立大学大学院地域資源マネジメント研究科では、平成 26 年 4 月に但

馬地域での初めての大学院として地球科学（ジオ）・生態学（エコ）・人文社会

科学（ソシオ）の３つの学問領域を基盤とする修士課程（博士前期課程）を設

置し、さらにその教育と研究を進化させるため、本年 4 月に博士後期課程を開

設した。そこで、博士後期課程の開設を記念するとともに、未来の地域づくり

を担う人材育成と地域社会の発展に寄与する学問領域としての「地域資源マネ

ジメント学」を広く発信するため、次のとおり開設記念事業を実施した。 
 ○「博士後期課程開設記念式典」 

9 月 18 日（日）14 時～豊岡ｼﾞｵ･ｺｳﾉﾄﾘｷｬﾝﾊﾟｽ 
 ○「博士後期課程開設記念フォーラム」 

9 月 19 日（月・祝）13 時～豊岡稽古堂（京都大学総長 山極 寿一 氏
による特別講演ほか） 

アピールポイント 

 
○「但馬で、博士になれる」唯一の大学院 
○コウノトリの野生復帰、ジオパーク、地域社会づくりが但馬地域で学べる大

学院 
○地域資源の発掘、保全、活用を実行できる地域に貢献する人材育成 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
○地域資源マネジメント研究科における人材育成の推進 
 コウノトリや山陰海岸ジオパーク等の地域資源を保全、活用することで持続

可能な地域社会づくりなどの課題解決に地域と連携しながら取り組む人材を

育成する。本年を地域創生元年と位置づけ「多様性と連携」で未来を開く兵庫

創生に挑むにあたり、今後、この研究科が但馬での博士の輩出を通じて、地域

間連携を推進し、さらに高度な理論と実践を兼ね備えた新たな学問領域「地域

資源マネジメント学」へと発展させることで、地域の再生・活性化に貢献して

いく。 
○但馬地域の「知の拠点」の構築 
 コウノトリの野生復帰や山陰海岸ジオパークといった地域資源を活かした

調査・研究を教員と学生が一体となって情報発信する「サイエンスカフェ 
RRM」の定期開催や大学院情報誌「ニューズ RRM」の定期発行を行う。 

担当課・連絡先  兵庫県立大学 豊岡ジオ・コウノトリキャンパス経営部 0796-34-6079 

   



 

項 目 名 

 

⑨総合的な土砂災害対策の着実な進展 

(1) 兵庫県初の高エネルギー吸収型落石対策工事 
 ～落石エネルギー5,000ｋJ に対応～ 

概 要 

  
平成 26 年 11 月 28 日（金）、美方郡香美町村岡区山田地区において山田川沿

いの山腹斜面において高さ 70ｍ、幅 30ｍにわたり突如大崩壊が発生した。人

的被害はなかったが、香美町は同日 2 世帯 5 人に避難勧告を発令した。 
その後、応急対策工事をしたことで、平成 26 年 12 月 22 日（月）に避難勧

告は解除となった。 
本工事となる落石対策工事は、全て斜面下で巨石を待ち受ける工法を採用し

た。工期は、平成 28 年 9 月から平成 30 年までの 3 カ年間で、落石対策工事と

しては最大規模の工事である。 

アピールポイント 

 
本工事では、５，０００ｋJ（28ｔの巨石が 19ｍ落下したときのエネルギー）

対応※の高エネルギー吸収型落石防護柵を採用した。このエネルギー規模の落

石防護柵は日本で２箇所目（第１号は群馬県）で兵庫県では初の採用となる。

 
※乗用車が時速 800km で壁にぶつかった衝撃と同等 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
総事業費２億５０００万円であり、今年度より３箇年計画で事業を実施す

る。現在河川堤防上に巨石が残ったままであり当該工事により斜面の安全対策

が確保できないと巨石撤去ができない状態である。崩壊箇所上流には墓地や井

堰取水口があり、そこに行けない状態が続いている。地域住民の生活に支障が

出ていることから早期の工事完了を目指す。 

担当課・連絡先   豊岡農林振興事務所 森林課 0796-26-3700 

 



 

項 目 名 
⑨総合的な土砂災害対策の着実な進展 

(2) ハード、ソフトを両輪とした取組を管内で展開 

概 要 

・ 

データ 

・ 

アピールポイント 

＜ハード対策＞（主な事業箇所：６か所（平成 28年完了 14か所）） 

１）香住谷川 砂防事業の完了 

・月日：平成 28 年 12 月 15 日 

 ・場所：豊岡市香住 

 ・事業概要 ①年  度：平成 24 年度～平成 28 年度 

       ②主要諸元：砂防えん堤 3基 堤高 12.5m、堤長 50.0m 

                     堤高 8.0m、堤長 51.0m 

                     堤高 8.0m、堤長 65.0m 

２）芦谷地区 急傾斜地崩壊対策事業の完了 

 ・月日：平成 28年 2月 26 日 

 ・場所：豊岡市竹野町芦谷 

 ・事業概要 ①年  度：平成 23 年度～平成 27 年度 

       ②主要諸元：高さ 2.5m～8.0m（擁壁工）、延長 412m 

３）山口川砂防えん堤の供用 

・月日：平成 28 年 11 月 30 日 

・場所：新温泉町歌長 

・事業概要 ①年  度：平成 25年度～平成 28年度 

    ②主要諸元：堤髙 9ｍ、堤長 51ｍ 

４）白谷川砂防えん堤の供用 

・月日：平成 28 年 11 月 30 日 

・場所：新温泉町千原 

・事業概要 ①年  度：平成 26年度～平成 28年度 

    ②主要諸元：堤髙 13ｍ、堤長 67ｍ 

５）（急）中山下（１）（２）地区 急傾斜地崩壊対策事業の完了 

・月日：平成 28 年 2 月 23 日 

・場所：朝来市佐嚢  

・事業概要 ①年  度：平成 24年度～平成 27年度 

②主要諸元：擁壁工 高さ 2.5～5.0m、延長 459m 

            法枠工 面積 2,032m 

６）城山川砂防えん堤の供用 

・月日：平成 28 年 1 月 8日 

・場所：養父市関宮  

・事業概要 ①年  度：平成 24年度～平成 27年度 

②主要諸元：右支渓流 堤高 12.0m、堤長 75.1m 

左支渓流 堤高 10.0m、堤長 53.0m 

＜ソフト対策＞ 

平成 28 年度土砂災害特別警戒区域(通称レッドゾーン)基礎調査の完了予定数 

・約 770 箇所（但馬３土木事務所合計） 

 

※レッドゾーンとは、建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれ

がある区域のことである。 

基礎調査とは、土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域指定等のための

調査である。 

当該項目に関連する

来年以降の展開 

平成 26 年８月豪雨災害を踏まえ拡充した「第２次山地防災・土砂災害対策５

箇年計画（H26 ～30 年度）」に基づき、着実に土砂災害対策を推進する。 

担当課・連絡先   豊岡土木事務所 企画調整担当 0796-26-3734 
 



 

項 目 名 

 

⑩管内県庁舎の耐震化進む 

概 要 

 
 但馬管内の主な県庁舎で昭和 56 年に制定された建築基準法の新耐震基準を

満たしていないものについては、平成 27 年度以降、順次耐震工事を進めてい

たが、平成 28 年度は豊岡庁舎本館、八鹿庁舎の耐震工事が完了した。 
  

アピールポイント 

 
 庁舎耐震改修工事により、災害発生時に災害対策地方本部等地域の災害対策

の拠点としての機能を担うことができる。 
 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
平成 29 年 3 月頃に豊岡総合庁舎保健所棟（これにより豊岡総合庁舎全体の

耐震工事が完了）及び和田山庁舎の耐震工事が完了予定 

担当課・連絡先   総務企画室総務防災課 0796-26-3613 

 



 

項 目 名 

（トピックス） 
郷公園初の試み「まるごと県立コウノトリの郷公園」神戸開催 

 ～人と自然の共生を親子で体感！～ 

概 要 

  
我が国における鳥類研究の第一人者である山岸園長自らが、コウノトリの保

護・増殖及び野生復帰事業に取り組み、絶滅したコウノトリを再び日本の空に

よみがえらせた兵庫県立コウノトリの郷公園（以下「郷公園」）の見所、魅力

を紹介することなどにより、県民が親子で郷公園に親しみ、人と自然が共生す

る環境づくり等を体験する機会を設けました。 
郷公園及びコウノトリの野生復帰事業への応援層の拡大を図るため、神戸に

出向き県民の皆さんに思う存分郷公園を体験できるイベントを１０月８日

（土）に兵庫県公館で開催しました。 
 親子を含む約１５０人が参加。 

アピールポイント 

 
○ コウノトリの郷公園が開園以来、初めて但馬から神戸に、郷公園をまるご

と持っていき、郷公園を体験・体感できる機会をつくりました。 
○ 我が国における鳥類研究の第一人者である山岸 哲園長自らが語りまし

た。 
○ 県公館と郷公園をインターネットでつなぎ、郷公園をライブ映像で紹介し

ました。 
○ コウノトリのはく製や餌となる生きた魚の展示に加えて、飼育員自らが飼

育作業を語るなど、郷公園をまるごと体験しました。 
○ 親子で楽しんでいただきました。 
○ 多くの参加者からは「とても良かった。播磨等別の地域でも実施してほし

い。」との意見をいただきました。 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

  
 
神戸での開催が大変好評で別の地域でも実施してほしいとの声が多く寄せ

られたため、来年度は他地域で実施する方向で調整しています。 

担当課・連絡先   県立コウノトリの郷公園 総務課 0796-23-5666 

 



 

項 目 名 

 
（トピックス） 
地域みんなの魚道整備「清流の郷づくり大作戦」の新たな展開 

                      ～岸田川から矢田川へ～ 

 

概 要 

 
井堰の魚道改修に併せて地域住民・漁協や高校生などと連携し、魚道づく

り工事体験や観察会など川とふれあう取り組みを通じて、地域全体で川の環

境を守る「清流の郷づくり」を進めています。今年度は、昨年度の岸田川に

続いて矢田川でも取り組みを始めました。 

アピールポイント 

 
① 県や市町といった行政だけでなく井堰の水を利用する農業者や地元の

漁協、地域住民、高校生など地域ぐるみでの取り組み（計画段階での検討

会、工事前の魚類生息調査、魚救出作戦、魚道づくり体験、完成後の魚類

遡上調査と効果検証など） 
② 徳島大学の浜野教授が提唱する「水辺の小わざ」という簡易で低コスト

な工法で効率的な魚道な整備 
③ 工事の一部で農業者や漁協、高校生などが参加（魚道に設置する石に自

分たちの思いや願いを書いて埋め込む） 
④ 特に、参加した高校生など若者がこの活動を通じて地域への関心と愛着

を感じ、進学などで一度都会へ出てもサケのように戻ってきて将来の但馬

をつくる担い手となってくれることを期待 

※ H28 但馬地域経営戦略プログラムの主要施策【あしたのふるさと但馬を

支える～基盤づくりの推進～】但馬の魅力を支える基盤整備の推進 に位

置づけ 

当該項目に関連する 

来年以降の展開 

 
① 岸田川（H27～30）：毎年１ヵ所、遡上範囲にある計４ヵ所の魚道整備

に併せて、魚類生息調査や魚道づくり体験といったイベントを実施 
② 矢田川（H28～31）：毎年１ヵ所、遡上範囲にある計５ヵ所の魚道整備

に併せて、魚類生息調査や魚道づくり体験といったイベントを実施 
③ 竹野川：来年度以降の取り組みに向けて現在調整中 

※ 円山川はサケなどの遡上範囲に元々井堰が少なく、H26 の蓼川堰の全面

改修をもって一定の魚類生息環境が保たれている。 

担当課・連絡先   豊岡土地改良センター 農村計画課 0796-26-3715 

 



項 目 名 

（トピックス） 
夜間のひと声運動やキャンペーン活動、高校生の夢実現プロジェクトをスタート

～青少年の健やかな成長と可能性を応援！～ 

概 要 

  
青少年の健全育成には、家庭や学校だけでなく、「地域の子どもは地域で育てる」

という機運のもと、子どもたちに関心を持ち様々な場面で見守りをする地域の

人々の力が必要である。 
但馬青少年本部では、但馬の青少年の非行防止と減少、未然に防ぐ取組強化の

ため、青少年を地域で守り育て、温かく見守るという姿勢で、新たに夜間のひと

声運動や、中学校の体育祭や地域イベントなどで啓発キャンペーンに取り組んだ。

また、高校生が地域への愛着を深め、地域とのつながりを深めてもらうために、

但馬をフィールドにした地域活性化事業を提案してもらう夢ステージ事業に取り

組んだ。 

アピールポイント 

  
 
深刻化するネット依存等から青少年を保護するため青少年愛護条例が改正され

た。ネット依存は決して青少年だけの問題ではなく、周りの大人達の青少年への

関わり方も課題としてとらえ、温かく守り育てる地域の見守り力向上の事業を展

開。啓発キャンペーンも、より身近な問題としてとらえてもらおうと、今年度初

めて、保護者世代をターゲットに中学校の体育祭、地域の大型イベントで実施し

た。 
また、高校生の若い感性を地域に吹き込み、但馬の活性化のために頑張る高校

生を応援する夢ステージを実施した。地域の良さを発信する取組や、地域を見直

し課題を解決しようとする取組が提案された。 

来年以降の展開 

  
 
夜間のひと声運動や啓発キャンペーンを実施したことで、警察、学校、保護者、

地域団体等が、課題を共有し共通の認識を持つことができ、協力体制が整ってき

た。来年度もこうした運動を地域に根付かせていくために、引き続き事業を展開

していく。 
また、高校生の夢ステージでは、提案された中から３事業を選択し、企業や地

域団体、行政等の支援や協力体制について協議を進め、来年度、夢の実現化をめ

ざす。 

担当課・連絡先   地域政策室協働推進課 0796-26-3648 

 


